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協 議 会 構 成 ： 国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所、茨城県、福島県、那
珂市、常陸大宮市、日立市、東海村、常陸太田市、大子町、浅川町、棚
倉町、塙町、矢祭町及び鮫川町

開 催 の 目 的 ： 　平年よりも早く梅雨明けしたことから、今後の降雨によっては渇水が見
込まれるため、河川管理者、県及び沿川自治体により今後の対応につい
て協議しました。

常陸河川国道事務所ホームページにおいて、那珂川・久慈川のリアルタイム流量及び雨量
の情報を提供しております。
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令和 ４年 ７月 １ ５日 （ 金 ）
国土交通省関東地方整備局
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久慈川渇水調整協議会の開催結果について

日 時 ： 令和4年7月13日



久慈川渇水調整協議会の議事概要

１．久慈川の小雨に伴う取水の影響について

（１）６月の流域平均降水量は８６mm（近年１０カ年平均１４２mmの約６１％）

７月１日から１１日までの累加降水量は１０mmと少ない状況となっている。

（２）７月１２日午前９時現在 久慈川の基準地点である榊橋上地点の流量は５ /sで

あり、基準流量７ /sを下回っているため、最下流の利水者では塩水遡上による

取水の影響が懸念される。

２．天候の見通し

気象庁発表の気象情報（１か月予報：７月９日～８月８日）によると、降水量に

ついて、「少ない」の確率は３０％、「平年並」の確率は３０％、「多い」の確率

は４０％となっている。

３．今後の対応

（１）最下流の日立市水道は、河道内に仮締切堤などにより取水位確保と塩分遡上防止

の対策を行う。

（２）各利水者は、相互に協力し円滑な水運用が図られるよう、最大限の努力を行う。

（３）今後、さらに流況が悪化し、改めて当協議会の開催が必要となった場合は、土日

祝日であっても、対応について協議する。

（４）茨城県及び福島県は、河川管理者と協力し利水施設管理者に対し、取水量の管理

の徹底を呼びかける。

（５）必要に応じて節水と水質汚濁の防止について、関係住民にチラシ、パンフレット、

広報車等により呼びかけを行う。

大口需要者に対しても必要に応じて節水の協力要請を行う。

久慈川の状況（７月１２日 午前９時時点） 平常時










